
′

-te ド-′

ヰJ-_

ン　v*: r三でここ=笠.

U. i i
t、_J ド-.

二五日　L

ヨfe‖∴目し__

蝣　m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝣・　　~

' ' ;　・　7　プ・食°

サ　.'　*　　T　-.・'

′　　ノ　▼　　′

J

~考　~′　一　　㍍一　一　号　　　　　瑠JKR731/l笥諒CL.

蝣
^
B
i
i
砧
協

商業
流通拠点機能の拡充と魅力ある
商店街の形成

本両の商業rま、地万中核都両としての相性を背

景に順矧こ発展している。特に下通・上通・新市

街-帯が形成する中仙商店街は広く県域全体を商

圏としているO

県内にあける本市商業の占める割合は昼間販売

額で封]売業65.6%、小売業44.6%であるc c昭ネロ

60年商業統吉十調査)

産業別就業人口の割合でみると、第1次産業3.3

%、第2次産業19.596に対して第3次産業76.8%

(昭和60年国勢調査概数)で、商業・サ-ビス業

の多い第3次産業中心の就業構造となっている。

商業の振興

1.魅力ある商店街の形成

本市の商店街は中心商店街と市内の教か所の要

点にある地区型商店街及び最寄りの買物の場とし

ての近隣型商店街によって構成されている。商店

街の今後の望ましい発展の万同として「暮しの,広

場」つくり(コミュニティ・マ-ト構想)が国に

よって提唱されているO上通商店街てのモデル事

業の実施をはじめとし本構想の推進を図るD

2.流通機能の拡充

本両は九州内で育数の卸売業の集積都市として

発展してきたが、昨今の流通構造の変革に対して

抜本的な対応が必要とされている。このため流通

センター。流違業務団地)の建設CD推進により本

而の流通機能の拡充を図ることとしているo流通

センターは市街地に集中している流通業務施設を

再配置することにより言流通機能の同上と郡而機

能のFIj潜化を包るもので、市南部地域に約53ha

丁の規憧て事業を実他事であるO加えて、この流通
=　セン57-を核として本両における流運情報の拠点

化を図るため、二_i-メデイJ77を駆使した広域流

通ネットワ-ワシステLを横蕪することとしてい

る。

●卸売業商店数の業種別構成(昭和50茸)

3.物流の振興

歴史と文化に后かわれ、育まれてきた特産品を

広く全国に紹介し、賑距の開拓に努めているO年

1回の大型物産展の開催をはじめ各種物童展へ参

刀口出品しているO

中小企業の振興

1.商業の9096強を中小企業ガ占めてaIiり、重要

ぢ役割を担っているrj　したがって、中小企業の振

興については、各種指導事業及び事業軌成副書を

実施している。

2.中小企業金融制度

本両は、独W融資制度を設け、昭利60年度(A

昏何枠154億円。小Lj資豊をはじめ1'1の制度を運

用して、中小企業の経営安定に努めている。また、

制度の円滑化を図るため、 I書用保吉江協会へ出眉会

3億5 ,200万円と預託釜29億3 ,500万円を投入して

いる。
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工業
消費と生産の均衡のとれたまちつくり

竃
紫
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工業はそのほとんどが20人以下の小規模企業で

あり、業種的には食品工業を中仙に、出版・印刷、

怠属製DDo、木材・家具、 -般機械、衣月臥　窯業・

土石などの熊本両の都市の集積に依拠し、それと

の密接な係わり万が必要な都市型工業が主流を占

めている。

.　　こ　　　　　　　　こ　二蝣　-:　　　!

易を始め、造船・自動車などの国際的な先端技術

産業か立地し、本市=業への生産的波及効果も探

検に出てきてあり、既存工業の先端技術分野への

展開の牽引力ともなっている0

-万、テクノ押」ス建設にあたっては、熊本市

は熊本テフノ刑」ス計画圏域にあける母都両とい

う位置つけであり、今後、既存産業集積の高度化

や、高次都両機能の整備などの条件整備を進めな

がら、 -層促進しなければならない。

工業の振興

上述した都而型=業の振興はもちろん、一層の

産業構造の高度化を期すためのハイテワ関連機械

系=業の振興や、農畜水産業及び流通・飲食サ-

ビス業と膏磯白劉こ結合した、いれゆるシステム産

竿id-な寧弓fl'-Tb"敏し㍉　HrsTi三一台'. ir.引苛至葦だ的に

高める可能性がある食品工業の振興に重点をあき

ながら、下記の=業振蝉施策を実施しているo

o地場産業の振興

地場産業の先端技術化や高度情鼓化及び経営の

近代化への一層の対応を促進するため、.各種調査

研究活動やその基本となる一一人つくり」をねらい

として、技術者の養成研修、各種の研究会活動、

セミナーの開催などを実施する。

o工業の選択的導入

地域社会と調和した望ましい=業の選択的導入

と新たな=業開発のための各種調査及びテワノポ

リス建設促進のための高次都両機能整備の一環と
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●工業業種別従業者数・製造品出荷額等の割合

(注)従業者規模4人以上(EP和60琵)

しての情報産業等の誘致活動を積極的に推進する。

○工業基盤の整備

市街地に散在している本而工業を集醇化する=

業団地の整備を図るとともに、地域経済の新たな

技術集積化を促進する先端技術産業の導入のため

の受皿整備の可能性についても調査研究を推進す

る。

○貿易の振興と販路の拡張

経済の国際化が急速に進展してし、る今Ej、貿易

関係機関との連携を密にし、海外調査団の派遣や

海外友好都市との経済交流を因りながら、地域経

済の国際化を-層促進して、海外而場の開拓や海

外投資の促進に努める。

事業所数91 2

1v-o o

相野鵠!sサr LrJ Tl;

農林水産業
都市近郊の特性を活かして

r

■都市近郊農・漁業の振興

本両の農林氷壁業は、 50裏方の満葵人口を擁し

た市街地を中心に北西部の楓圃地帯、西南部の水

田地帯、東部の蝿地帯からなり、野菜、米をはじ

め畜産、花きなど豊富l-i.琴幹作目を百し、県下第

2位の生産規促を詰る農業と、百明海H葺にあけ

・ . 、 a::-:V、工ド吾・∴羊. C^lri』、・甘=Il∴子、

観賞魚等内水面漁業の水産業からなっている。い

すれも、立地的優位性、地域性を活かした、特色

ある経営が行イつれている。

農業は近年、食生活の禁化とともに、郡而化の

影響を強く受け、 FFJ損ffiの外延的拡大、進路・河

川・公共施設の飛躍的な整備、開発が進むなかで

各種の農業施策事業によって、生産手法、経営装

備など生産昼盤は著しく同上したC,

しかし、霊地、農家]-J数、琴幹労働力の総体的

s絡小、兼業化、漂甘巳、高齢化の逗行/y;,:ど都市

近郊持百の宝産環勝問題が顕在化し、さらに国際

化を深める食料宗吾后の動向とこれに伴い恒常化し

つつあう=要票産物の需給調整は農業依存度、農

家経済に課題を投じているO

また、水産業では施設の整備、生産技術の近代

化は造んて-きたか.、生産はいせれノこし/て気蒙、海

況等の自然条件に左石されやIdく、価格CO変動と

ともに経営の不安定要因となってあり、今掛○経

営の近代化と漁業星盤ilj整備か望まれる.ラ

このような状矧これって、経営の白豆・安定に

同甘、国際化社会に対応てさる生産流通等盤の整

備を進め、生産性の向上と近付巳を促進し、生産

活動の担い手を育成して、郡市近郊ゥ特性を活し

た豊かで活力ある震柿水産業。T:)振興を図っている。

とうもろこしの収穫作業

●漁業生産額(6時聖二・
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本『rま九州のほほ中央に位置し、別府～長崎を

結ぶ九州横断国際観光ルートと九州縦貫自動車道

とガ交差する九州交通網の要衝に在り、/JOスて国

際化か進みつつある熊本空港、次第に事業か進展

しつつある熊本新港など新たな都市圏交通体系の

誓iw,te「、蝣'^-1.1∴こ1、い在中-、:t):y>.:J土∴

の機能を発揮しつつある。。

また不両は「森の都」と称されるように、豊か

a自然亡暑くの史跡に悪まれ「緑と水と史跡のま

ち=くまもと」として観光客の誘致に暑く0)施策

を講じているが、叫でも]加藤清正築城のEj本≡音

域の一つr熊本戚」をrまじめ、活別H地下水湧く

天下の害国「水前寺成題詞」その悲劇as竺注で知

られる把Jil/tjラシャか苔むした不正の中([=眠る

「正□自然公園(泰勝寺跡)」、それに夏目瀬石、小

栗ノ1雲、.森鴎外、徳富塵花など明治の文豪の文学

芸--']、ヰTit情十「.~1--I.こ"A'-Y・∴1..I.
l_tl÷十・∵lLF三
朝光層源か点在している。そのほか剣聖冨不武蔵

が兵法五両の吾を著した「岩戸観音て霊巌洞).五

∃羅漢」平安の音更流動人榎田姫がEj参した「重責

丁滝」や激石の小説「草枕」ゆかりの地をつつみ

込んだ広大な西山地区のEj然を活かした観光開発

m担iォ5XRv

さらに本在3I=!C「匡慨腰光モデル地区」千旨定

に伴い、外国人観光害が安心して日大歩きできる

環薦整備に買覚り組九ノているo

このような豊かな観光資源と九州U:)位置白勺中心

という条件を活かして、本市は現在苫撞大会や修

子V-'蝣・'0-.了宮州tLとvl('蝣十丁、、:二Ii.-蝣、∴十一、二

電の走る城下町風情と近代的な街並の中に歴史の

畜りただよう風格ある都市とL/て、,全国告地や外

国からも毎年500万人近い観光客を迎えているo

饗対す'

立
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市街地開発
ゆとりと潤いのある市街地の形成
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■区画整理

本市の土地区画整理事業は、計画的で秩序ある

街つくりを目指し、昭和6年に国府第一土地区画

整理事業の17.3「旧を組合施行で行って以来、昭手口

60年度L「某0萱の認可を受け実働に入った/「、王寺土

地区画整理事業まで34地区1 ,445.4haについて行

っている。

このうち現在施行しているのは7地区で、水前

寺土地区画整理事業は、都市計画道路新市街水前

」

的で、 .県が施行しているO

また、南部第一土地区画整理事業は、都而吉十国

道括本荘犬測線外2語根を萱幹とした公共施設の

南部第一土地区画整理事業

整備改善と宅地の利閏増進を図り、健全な市街地

の造成かEj的て柑合施行である。

その他、快適で住みよい街つくりをEj的としだ

組合施行の佐土原第-土地区画整理事業、城山上

代土地区画整理事業、戸坂土地区画整理事業、 Ej

井易土地区画整理事業及びノ「、王寺土地区画整理事

業かあるC

今後も安全で健康的な住みよい街つくりを行う

ため、市民に土地区画整理事業のPR、啓蒙を十

分行い、事業の具体化の促進を積極的に図ってい

く万釘である。

■市街地再開発

魅力ある都市つくりを進めていくため、既成而

r_/環、

庖地にあける低層過密、用途混在、公共施設不足

等により、生活環境の悪化した市街地の土地を合

理的且つ、.高度に利用し安全で快適な生活空間の

形成と都市機能の更新を図るため、市街地再開発

事業を促進している。

熊本駅前地区

県都熊本の玄関口にふさわしい街つくりを促進

するため、臼酎□57毎度、熊本駅前土也区市街地再開

発事業琴本計画(16.5「旧)を策定、 58年度には事

業推進計画並びこ環状測量を実施した。

その中て-熊本駅前北ftB区(春Ej 1 T　513番街区

と12苗穂区の一部) 0.52h∈自こついてrま、而街地再

開発事業の要件となる高麗利用地区指定・、都市計

画決定、施行区域の公告等の法手続きを経て、昭

-~〆一〝一こてこて1丁匂i翠L
喝ム

ネロ61年9日30B熊本駅前北地区而危地雫開発絶合

設立認可のはこびとなった。引き続き昭和62年度

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　*　蝣　　　　_

竣工の予定で-あるO

熊本駅前北地区市街地再開発事業は、本市初の

市街地再開発事業で、当地区の事業化は熊本駅前

地区(16.5ha)のみならず市域全般:-fjたる再開

発事業の先導事業としてその果たす役割に大きu

期待が寄せられている。

・L--　・ I-

●熊本駅前地区土地利用計画

⊂=コ駅前広場整備　　巨∃街搭景観整備

⊂=コ　　　　　　　⊂=コ　　　-'-1
[二二コ郡両軸モール整備　⊂=コ-肺車場潤輔場整備

「　]　坪井川河畔整備

⊂:=コ歴史的環境の保全、整備

[=:コ商業プロツワ再開発

□ jン工ノシヨンプロツフ再開発

⊂=コ住居プロヅフの整備

⊂二二コ商業・業務プロップの整備

rzzn　　　∴ 、
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基幹交通
陸、海、空にわたる都市間交通運輸機能の整備
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書熊本空港

E酎口46^4戸弓、高遊原音地に問違した熊本空遍

は、間違以来施設の整備充実、措練絹の拡充が進

められ、昭和55年には、ジェット鶴の大型化に対

応した31二m潰走置各か完成し、現在、全Ej本空転

が1 Ej大阪5使、乗京3便、呂古屋2便、沖縄1

便.、乗車国内航空が東京2度、高松1贋を庄原運

行しICL、＼る。

また、国際化社会が進展する中て、国際空港化

への努力も続けられてあり、韓国、中国、東南jj

i;戸、ハワイ方面へのチャー5>一便の実績のほか、

昭不□54年wmこ熊本～ソウル問の定矧更ガ実現し、

さらに、昭和58年4矧こは国際線J9-ミナルヒル

がオーブン、続いて貨物ビルの新設工事も計画さ

れている。

このように空港施設の充実、航空搭緑の拡充に

ともない、開港当初の昭和46年度には48万人にす

ぎなかった粟降害か昭和60S度には3倍強の1 57

・∴、、ニ達LT0-.-.i.　ニ;-rt、.牢:、干「.蝣'Itl　迂言

の進展などにより、熊本空港の果す役割は、これ

まで以上に重要なものとなることが予想されてい

る。

熊本空港

■熊本駅

本市を走る国鉄(芸、九州を縦断し、福岡、鹿児

島方面に適する虎児宕本線と、 /+L州を噴断し、大

分万面に適する豊肥五線が交xw、九州の大yJ脈

として言充通、観光、惰章針云達等広い分野にわた

って、重要な役割を果しているo

市甘^:;:i丁、　専一_一編う訂・丁蝣^'ト　下草∴I--"*">'"聖

児島本線に上熊不駅、川尻駅の2駅、晋肥本線に

南熊本駅、水前寺駅、竜E]□駅及ひ、 ∃酎D56年10

団こ武蔵塚駅、昭和61年10矧こ東海芋匿凱駅か新

設されて5駅となり、全駅で年間1千万人以上に

及ぶ寄数の粟障害か教えられている。

しかしながら、航空塔や高速自動車道の整備な

どにより、昭利40年代まては増力□基調にあった乗

降害数が昭和50年代には減少傾向に転じ、貨物輸

送も、近年、減少の-遠をたどる状況となってい

る0

-万、長崎、東北、北陸、北海道新幹線ととも

に整備5線の1つになっている九州新幹線鉄道

(福岡～熊本へ.鹿児島、言十函延長約270km)は、都

市間交通の利便性の飛躍的な向上をもたらし、地

域発展に大きく寄与するものとして、その早期着

工が待ち望まれている。
独坪qib. -rtSsis'jfffA-1'..ssir..、訂ーナ_
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閉山止ヨ輸立志
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■九州縦貫自動車道

不州と連結する　州の動脈指紋とL/てCD九州縦

貫自動車道は北九州～鹿児島、宮崎を結ノぷ討曲延

長432kmの高速自動華道であり、現在、北九州--ノ「＼

代、えびの～鹿児島、えひの～宮崎闇の約330km、

総延長比約76%が供用されている,。

熊本県内では、熊本～植木閏が]酎]46年に開通

し・、その後昭和55年の松橋　＼代闇併用帯地に至

るまで、川射副.=慣用区間を延ばしてあり、昭利60

年では熊本～値不問の1日平均交通量か20,000旨

を越え、その利用状況も活況を冒しているC

しかしながら、本県以南の/l＼代-人吉間、.人吉

～えびの閏は、.現在のとこう未完成であり、九州

縦貫自動車道か、九州にあける交通運輔ネットワ

ーフの基幹として、本来の計画効果をあげるため

にも、また、九州中央に¥¥1置する本市の拠点性の

一層の向上をはかるためにも、その早期完成が侍、

たれるとこうとなっている。

■熊本港

昭和49年4Fj重要港浩に指定された熊本港は、

物資流通の拠点として、熊本都而園に低コスト

大量輸送の海運の門戸を開き、海外貿易の窓口と

l　　　　　　　　　　　;　　'　I‥・

地や道路網の整備などを通LyC、本市西部域はも

とより広く都市圏経済の発展に貢献dる基幹流通

施設である。

白銅]54年に毒手し昭和62年には橋梁及び物揚場

蝣it蝣-.'蝣-.Ir° :吊・、ijti芋音戸V*-.圧、な∴　LG柚う蝣蝣蝣ffl冒しT、%

港をめざし現在急ピッチで=事か進められているO

将来にあいては、 15,000-30,000t故の船舶が

接岸できる岸壁か設けられ、港莞埋立地には、流

・-　i I .　　. !　　　′　、

定であり、熊本都市圏の発展のため、その-Ejも

早い完成か待ち望まれているO

轟⊥藍=r武志=F

、 … _一・・・　　　　　丁㌣・c;rr:
i-ふこ　　謳　　　、・';-一-*" ^Tv言　三ここ
EJ'珊前Il-ii*ih軸V辞訓も療鵬師輸畑地血道



市議会
本市議会は、市民から選ばれた議員52竃

(現員50名)により構成され、会派としては.、

自民ブラフ(27呂)、 Ej不社会党(10;呂)、公明

質(8呂)、 Ej本共産党(3呂)、民社党(1昌)、

無所属(1昌)の6会派が結成されているO

会議は、年4国開かれる定例会と必要があ

る場合に開かれる臨時会があり、内部の審査

機関としては、常任委員会と特別委員会があ

る。常任委員合は総務.教育民生つ剰建衛生

・経済・建設・公営企業の6委員会があり、

所管部門の事務を調査し、議案・陳情等の審

査を行う。特別委員会は必要に応じて議会の

議決により設置され、付議された事件を審査

するもので、現在、議会運営、熊本都市圏、

水前寺・江津湖整備、嘉島町の請願に関する

調査の各特別委員会があるO
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●歴代市議会議長
代 氏 名 京馴壬在 日 [∃ 退 任 年 月 巨∃ 代 氏 ニ呂 就 任 年 月 E] 退 任 f F 胃 ∈∃ 代 氏 ニ呂 就 任 年 月 E∃ 退 イ王年 戸∃□

1 再 馬 源 内 - 覗 ;台2 2 . 4 .2 6 明 治 2 4 . 1 ▼2 1 1 2 停 車 n 蝣十 ネ [沼利 1 7 L 7 .2 3 昭 不U 2 2 . 4 .2 9 2 3 坂 梨 日 露 昭 和 4 3 . 7 ー1 3 m ネ[14 5 .1 2 . 4

? 興 澤 景 章 ノリ 2 4 . 1 .2 2 ノノ 2 8 . 5 .1 3 1 3 佐 藤 真 V r 男 ノノ 2 2 . 6 . 9 ノノ ? 3 . 4 . 7 2 4 黒 Ef] 弥 l 郎 ノノ ' 5 . 1 2 . 4 ノノ 4 6 . 4 .3 0

3 河 原 惟 規 ノノ 2 8 ▼ 5 .1′1 ノノ 3 1 . 5 .2 2 1 4 大 塚 勇 1,1只 郎 ノノ 2 3 . 6 . ノノ 2 6 . 4 .2 9 2 5 ≡琶 水 清 ノノ 4 6 . 5 一2 rJ ノノ 4 8 . 6 .

∠1 吉 永 為 己 ノノ 3 1 . 5 .2 3 ノノ 3 6 . 2 . b 1 K 大 塚 勇 次 良B ノノ ? fi . 5 .1 5 ノノ 3 0 . 4 .3 0 2 6 古 川 匡] 姓 ノノ 6 . 6 ノノ 5 0 . 4 .3 C

5 山 甘∃ 抹 】 3 6 . 2 . 6 ノノ 3 7 . 4 .3 0 1 6 4F :蝣蝣:蝣 ~ ; -.・ ノノ 3 0 . 5 .2 1 ノノ 3 4 . 4 . 2 7 午 :a ft ノノ 5 0 . 5 .′16 ノノ 5 ? . 6 . 4

6 吉 永 薦 己 サ 3 7 . 5 .2 7 大 正 2 . 4 .3 口 1 7 打 出 1言 行 ノノ 3 4 . 8 .''2 ノノ 3 6 ▼ 3 .2 l¥ 2 8 ⊥ 田 '蝣蝣蝣- 「 ノノ b ? . B . 4 ノノ 5 4 . 4 .3 C

7 杯 羊 ノ「L 大 IE 2 . 5 .1 0 0 4 .蝣, 1 R 可 頻 幸 夫 ノノ 3 6 . 3 .2 4 ノノ 3 8 . 4 .3 0 2 9 易 永 慶 享 JJ 5 4 . 5 .1 4 ノノ 5 6 .1 2 . 8

8 山 .堤 康 ノノ 6 . 5 .1 5 ノノ m . a . 〔〕 1 9 阿 gi3 次 郎 ノノ 3 8 . 5 ▼1 8 ノノ 4 f) . 3 .1 8 3 0 療 山 増 美 ノノ 5 6 .1 2 . 8 ノノ 5 8 ▼ 4 .3 0

9 遺 源 次 郎 ノノ 1 0 .1 0 .1 4 ノノ 1∠1 . 9 .3 C 2 井 上 常 ノ「 ノノ 4 0 3 .1 8 ノノ 4〔) .1 2 . ? 3 1 宮 原 光 男 ノノ 5日一5 .1 8 ノリ 6 0 . 9 . 6

∵∴ LjJ 頃 康 J) 1 4 .1 0 - 2 昭 和 9 . 5 ー 7 2 1 石 井 辰 雄 ノノ 4 1 ノノ 4 ? ▼ 4 .3 C 3 2 大 石 文 夫 JIノ 6〔〕. 9 . 6 ノノ 6 1 .ノ2 .1 b

l l 平 野 能 厄 ∃召奉口 9 . 5 . 8 ノノ 1 7 ▼ 6 .1∠l 2 2 i .'・- V 斗 ノノ 4 ? . 5 .? 0 ノノ 4 3 . 7 . i 3 3 内 EEl 手 芸 v 6 1 1 ? .′15 蝣': '1 :'

●歴代市議会副議長

n . 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 Ej 代 氏 F] 京酎壬毎 日 Ej 造き1壬毎 日 Ej I C 氏 名 京射王年 ^ B 退 1王年 月 日

2

7 r-i - 早 明 治 2 2 . 4 .2 6 明 治 2 4 . 1 .2 ' 1 5 澗 臣 巌 大 正 14 . 1 !コ11 2 昭 和 4 . l3 .3 0 2 9 イ左 歴 寿 了 昭 車口4? . 5 .2 0 昭 和 4 4 . 3 .2 と

下 EE∃ 耕 遣 ノノ 2 4 一 1 .2 2 JJ 3 1 . 5 .2 2 1 6 平 野 提 起 昭 和 4 .1 0 .1 2 ノノ 9 . 5 ▼7 3 0 古 川 匡] 雄 ノノ <S4 . 3 ? b ノノ 4 4 . 6 Z R

3 U |-蝣 r t や∵ ノノ 3 1 ▼ 5 ▼2 3 ノノ 3 ? . 2 一 7 1 7 橋 本 寿 t ノノ 9 . 5 . ノノ 1 7 . b .2 C 3 1 岩 尾 喬 ノノ 44 . 9 . 1 3 )) 4 6 . 4 .3 0

4 杯 定 男 ノノ 32 . 2 . 8 ノノ 3 6 . 2 ▼ 5 :ゴ 西 郷 l′. 壷 ノノ 17 . 6 . 1ー1 ノノ 22 . 4 .2 9 3 2 阪 呑 冨 )) 4 8 . b .? f] ノノ 4 8 . 6 、 6

5 ; ', r :¥ 丁 .ヤ 仁:+ ノノ 3 6 . 2 . 6 ノノ 3 6 . 2 .l l 1 9 大 塚 勇 次 郎 ノノ 22 . 6 . ノ.' 2 ?, . 6 . 5 3 3 荒 入 累 ノノ 48 . R 一 6 ノノ 50 . 4 .3 0

6 園 部 交 雅 ノノ 36 ー2 .1 2 ノノ 3 6 ▼5 .l l 2 0 却] … 恒 次 ノノ 23 . 6 ▼ 5 ノノ 26 . 4 .2 9 3∠l 贋 し」 増 美 ノノ 50 . 5 . 1 6 ノノ 5 2 ー6 J 4

7 板 土亘 正 軌 ノノ 36 . 5 .1 2 J J 3 7 . 2 .1 2 2 1 北 利 民 ノノ 2 6 5 ∴1 5 . ノノ 2 8 . 9 . 5 l 3 5 矢 野 昭 ≡ ノノ 52 . 6 . 4 ノノ 5 4 . 4 .3 0

8 再 蘭 椙 四 郎 ノノ 37 . 2 ▼1 3 ノノ 4 0 .l l . 4 2 7 上 野 軌 ノノ 2 3 . 9 .2 5 ノノ 3 0 . 4 .3〔〕 lt:- 上 妻 重 蔵 ノノ 54 . b . 1∠] ノノ 56 .1 ? . 8

9 板 二重 正 軌 ノノ 40 . .1 4 ノノ 4 ? . 1 .2 7 2 3 森 光 吉 JJ 3 0 . 5 .2 * ノノ 3 2 .1 2 .? 8 3 7 ∈自 民 武 男 )J 5 6 .1 2 . 8 ノノ 5 8 . 4 .3 〔)

1 0 河 [R 腐 ノノ 4 2 ▼1 .2 8 プTli工 2 . 4 .3 C ? 4 岩 村 自 次 ノノ 3 4 一 6 .1 J ノノ 3 .2 ′1 3 8 n n ノノ 5 8 . 5 . 1 8 ノノ e n . 9 . r

l l "tf. ',」?, 大 正 2 . 5 .1 0 ノノ 6 . 4 .3 C 2 5 坂 梨 [] 霞 ノノ 3 5 . 3 .? 1 ノノ 3 7 . 7 一 9 3 9 北 「l 政 義 ノノ 60 . 9 - 6 ノノ .1 2 . 1 5

1 2 山鹿 訴 斎 ノノ 6 . 5 .1 5 ノノ 7 l 3 -1 Ll 2 6 吉 村 自 炊 ノノ 3 7 . 7 . 9 ノノ 3 ∈3 4 .3 0 4 0 吉 村 潔 ノノ 61 .1 2 . 1 5 在 任 中

13 藤 野 乱 II / . 3 .l l ノ') 1 0 . 9 .3 0 2 7 石 井 辰 娃 ノノ 3 日一 5 .1 8 JJ 4 1 / . 4

1 4 水 上 誠 現 ノノ 1 0 .1 0 .1 4 ノノ 1 4 . 9 一3 0 2 8 吉 村 貞 次 ノノ 4 1 7 . A ノノ 4 2 . 4 .3 0

●市議会議員(昭和62^1月1日現在)

氏 名 会 派 氏 名 会 派

荒 木 あ きひ う 自民 つ ラブ 岩 下 意 治 Ej 不宍 産党

江 藤 正 行 ノノ 吉 川 年 政 E] 恭社 会党

≒ 下 S T ノノ 李 白 恭 輔 ノノ

吉 村 潔 ノノ 藤 本 昭 典 公 明 党

内 田 幸 吉 ノノ T一 .二 畢 自 民ワ ラ ブ

ノノ

益 田 *¥ ' 日本 共産 党 大 石 文 夫

亀 井 省 沿 公 明 党 村 上 畜 生

角 ロ 勝 活 ノノ

ノノ

自民 ウ ラブ

Ef] 尻 武 男 ノノ

中 沢 誠 西 村 建 治 ノノ

j = 海 偉佐 雄 白 石 正 ノノ

伊 形 寛 治 ノノ 沢 E 3 - 邸 E] 本宍 産党

内 野 元 ノソ 森 田 粒 凋 日石社 会党

≠ I- ih - ノノ 塩 訳 編 ノノ

本 田 光 夫 民 ネ工 党 山 下 喜 吾 公 明 党

井 上 義 治 E ]本社会 党 北 口 政 義 自 民 プブフ

加 東 吾 伸 ノノ 紫 垣 jf 良 ノノ

本 EB 良 I ノノ 島 永 慶 孝 ノノ

吉 EB 精 l ノノ 矢 野 82 三 ノソ

ノノ

ノノ

佐 々木 克 公 明 党 宮 原 光 男

舞 木 栄 次 日東 ウ ラフ 群 山 増 美

中 村 徳 望 ノノ 村 u 義 雄 皐 I'蝣 登

村 上 裕 人 ノノ 山 上 釦 彰 目不社 会党

lノノ

公 明 常

ノノ

m m 幾 去任 ノノ 中 山 弘 現

西 EB 続 ノノ 西 野 法 .久

佐 藤 公 平 ノノ 奥 村 漬 輔

e常任・特別委員会(]召和62年1月1 Ej罰在〕

呂 称 定 数 所 管 事 項

鷲

{王

菜

総 務 委 員 会 9 企 由 広 報部 、総 覇至局 、完 封 室 、三肖巧 局 、選挙 管 理 委 員会 、監査 委 員 、公 平
委 員 会 の所 管 に 属 する 事 項 、他 の 常任 委員 完 の所 管 に .囁 L j旨い 写工員

教 育 民 生 委 員 会 9 市 民 局 、 教 育 委 員 会 の 所 管 に属 す る 事 項

保 健 衛 生 委 員 会 8 保 健 衛 生 局 の 所 管 に 属 す る 事 項

史

員

、、ta

経 済 委 員 会 9 経 済 局 、 農 業 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項

建 設 委 員 会 9 都 両 局 、 建 設 局 の 所 管 に 属 す る 事 項

公 営 企 業 委 員 会 8 水 道 局 、 交 通 局 の 所 管 に 属 す る 事 項

"H
瑚

喜

雲

言裏 芸 運 営
特 別 委 員 ≡昌 12 議 会 運 営 に 関 す る 事 項 に つ い て の 番 歪

熊 本こ郡 市 固
持 野」委 員 会 15 熊 本 都 市 圏 に 関 す る 総 合 調 歪

水前寺 .i工津荘整備
特 別 委 員 会

12 水 前 寺 . 江 津 湖 の 総 合 的 整 備 に 関 す る 調 査

三三 嘉昆町の請願に隈す
る調 査7号軌 委員会

15 請願第 1号「上益瓦郡嘉昆町の熊本而編入万に関する請幣」についての護歪

●市議会のしくみ
嚢 = ほ 約…

提 案

議決通知

市 議 会

本 会 議 付托 委 員 会
報告

意見書
関係行政庁

"喜■ H ＼
＼」「く// 緋的

嘩要来要撃 施策

榊原
陳楢

傍凍 J 公聴

市 民
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左から柏尾誠之助役、田尻靖幹市長、御厨一熊収入役

熊本市行政機構図

議　会・議　長 議　会　事　務　局

収　　入　　役

企　画　広　報　部

K{　　　子羊　　L i:I

市　　民　　部

享　　　　　　il:

認
諾
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書
地
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文
用
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課
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謀
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v
-
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=
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E=J　討　　「こ

主　　税　　課・市　民　税　諜
資　産　税　諜・納　　税　　諜

・'in 'r? "l~こ　しニi) .こ架

而　　民　　諜

国　民　年　怠　課

両部而民センター

西部市民センタ1

洋∴;rn^亡: †7

年、^v'!・tL ・T-

・∴丁一二三-" >,* "*C='等

保　　険　　課

′・j　　:ii L i二

重田市民センター

・'・トォr. pe一二

託麻市民センタ-

清水市民七二,タ-

Vヰご~ 「;iT"
-6㌧ 、l

計　　画　　部

開　　発　　部

下　水　道　部

加勢川改修知策室

管　　理　　部

1　　六　　部

吉多寮部門

-h=^蝣ミ~ L= 頭ァ蝣議

(昭和6輝9月1 ∈暦在)

都　市　計　画　課.建　築　指　導　課
街　足呂　建　設　課・公　園　緑　地　課

区　画　整　理　課・南部第-jI地
区函整理指導所・都市再開発諜
河　　川　　課

下水道管理課.下水道計画課
下水道建設課・重合寺下水処理場
秋津下/llく処理場

総　　務　　課・医

明治22年4月、市制施行により人口

42, 725人、面積5.55kjTiの熊本両が誕生したO

以采、 90余年の星霜を経て、太而は今、

人口;6n人を超え(発足当靖の約13膏)、

面積171.72k,T'(約31倍)の近代軋中枢管

理都市と」/て発展を続けているo

二.「卜圭　Z¥¥-iF'立1十二辛-T-I " 1言!計而

塀怪の拡大はもちろん、都市機能面　-CD

いても、行政、経済、、教育文化等の各分

野に布いて、、九州の中枢的な役割を果し、

票互の繁栄がもたらされた。

春雨CD行政運営は、矧七の流れ、都市

の成長とともに、孝様な変遷を遂げてき
:　　　　　;　　,　　　I

確に対応するため、昭和39年以来.、総合

計国を策定し、計画的かつ交力率的な而政

運営に努めている。

社会経済情勢の大きe変動を踏まえて、

昭利56年に策定した新しい総合計由にあ

いてこは、全ての市民が心身ともに牒壌な

祖Ejを過ごせる当建康都両の実現〟 、活

力ある"近代都雨の建設〟生活圏の広域

化に対応するLJ郁而園行政の屡開′′等を

まちつくりの基本ブコ向としてあり、本市

は現在、この総合計画に即し、そのEj標

の達成に司けて、全ての施策を展開して

いる。

事後はさらに、市民の声を絶えず而政

に反映させ、事務の近代化、行財政の効

率化　努めつつ、総合計画に墨つき扇年

策定する異体的な買方転十国の推進を通じ

て、希望と生きがいにあらた明Ejの熊本

市を建設することとしている。

●歴代市長
代, n 壬弓 W l任 fF .日 日 退 任 f H E

第 1 代 t ' '蝣 蝣蝣- 明 f台 2 2 . 明 治 7 .

′「′′
松 崎 プ汚 d ノ) ? 6 ▼ 9 . ノノ 3 0 .

3 宇 島 倍 ノノ 3 0 . ラ. 1 3 大 王 1 . 2 0

4 山 田 珠 ..l 大 正 2 ▼ A I 2 ノノ 0 1 i'○. 1 0

5 依 m 呂 弓 ノノ . 1∠} ノノ 6 . コ- J

6 任 .けj m 太 ノノ 6 . l l . 2 ノノ 1 〔) . 1 . 1 9

7

8

高 橋 守 椎

茸 芸 知 己

二 :言 畑 芸 ‖1 l告 1…

!∋ i .: j i 昭 利 b . 2 . b ノリ 9 . -1 . 1 7
-

: + ] 」 隈 †頁 ノノ 9 . 1 4 リ 1 / . 5 . 1 3

l l

l′

1 :ヨ l 1 4

平 野 提 起′ ノノ 1 7 ▼ 6 . Z b ノノ 2 〔「 8 . 1 0

石 坂 繁 ノノ Z Q . 1 0 - (1 ノノ 2 1 ▼ 1 '

福 江三 度 亀 ノノ 2 1 . 6 1 4 ノノ 2 3 A つ Q

1 5 佐 藤 頁 ¥J- m ノノ '3 . 4 . ノノ ? 7 . ト 7

'b 林 [i J 止 台 ノリ 2 7 . ′i ノノ 3 1 ? 3

1 7 ∃ 叛 L∴ 主 税 ノ′ノ 3 1 . 3 . 1 1う ノノ 3 弓一 l . 4

′19 . 2○ ′白 坂 繁 ノノ 3 8 . 2 . 1」 ノノ 4 5 . l l . 2 6

? 1 - ? t¥ 里 子 敢 推 ノノ 4 5 J ノ":?_ . ? {) ノノ 6 1 . 1 2 . fi

現 市 昆 田 尻 靖 幸手 ノノ 6 1 . ':?_ . フ l ¥ 仕 F ]

、
f
*
p
n
?
f
-
l
i
e

(福祉事務所)

n　　　蝣:こ　　讃・ ・モ　　"　　r*

福　　祉　　課・保　護　第　-　課
保　護　第　二　諜・明　　宝　　濁

11蝣*〔丁　再　三

・芹'　　T rこ.

清　　掃　　部

商　　=　　部

観　　光　　部

農　林　水　産　部

産業文化会館

流通業発団姓建設管理雪

韻　　　　　　　俣　　　　　　　舘

総　　務　　課・葡
保健長生研究所・熊
こ・~予7--f-、 、、1-. -ラ

北部ノ呆償センタ- ・崖

動物琶理センタ-

環　浜　保　護,撃・公　害　対　策　課
7:(栗源対策軍・緑　化　推　進　課

「∴二;.:i-D: 、一一∴- ・こ　こ:蝣;蝣y-Ti二;:"㌔

1∴: :昌に∴　　二二'蝣'lid5∴--,'蝣号∴士。

頁-難∴1ts・<-- v- 、・, Lこ∴∴卜　i-.f r

ヰT　∴'、事、~-　~ '- ・'I '.こ二、 i.

色気　　　　　　-,'r- A L蝣;t;

熊本城管理軍務i-''I '市

農　　jfE　　三l采・震

警　水　産　三　耕

食肉センター

監　歪　委　員

選挙菅至堅委員会

岩　美　委　員　会

ヨ定男産≡増墨至重責会

公　平　委　員　会

拾 7卜( 諺 . 配 水 莱

セ
木

求 霞 課 . 建 設

覧　　　歪　　　寧　　　預　　　竃

蓮　華　管　理　委　員　芸　事　弄　苛

票　業　要　員　芸　事　跨　}亨

公　平　委　員　会　事　務　局
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昭利61年度予算は、昨年に引続く国の高率補自力

負担毒の削減.税収の伸UJ悩み等極めて厳しい状

況にあるが、施策の的確な選択、中長期的展望に

立うた効率的行財政運営に配慮しつつ積極的かつ

重点的s予算編成に努めたO

その主な内容をみるとます第-に而制100周年

への対応である。これは昨年発足した熊本100年

懇談会を中心に、市制施行100同年記念事業構想

策定と、市政の主要課題模試並びに簡素かつ効率

的行政運営の近代化に取り組むものであるO

第二は、時代の変遷に対応した新た/fd施策の展

開である。本市は21世紀に向って大きな転換期を

迎えておっ、高度情報化社会の到来に備えたニュ

ーメディア・コミュニティ構想・テLjトビ~p構想

の推這、また国際化時代に対応するため、国際交

流振興基釜の創設をはじめ、昌種施策の推進を巨

ざしている。

第三は、ふれあいのある快適な健康都市つくり

の促進である。これは昭和54年10Hの健康都市萱

言以来、市政運営の基本としてその実矧こ努めて

きたか、本年は一層の促進をEj指し「TT]民償康の

E]」 n~i創設、南部而民センターの建設をはじめと

●昭和61年度当初予算(一般合計)構成比

総額1,014億円

歳　入

して而政　殻にれたり積極的に事業を推進してい

くこととしている。

第匹は、活力に満ちた地域経済の振興である。
1　・　*  I

通業務団地、熊本港の建設はもとより、熊本駅前

再開発や中小企業対策・観光事業の推進などをEj

ざしている。

第五は都而匿行政の推進である。本市は市域を

越えて発展してあり、本市と隣接各町との関係は

いよいよ緊密の度を加え郡市霧行政の必要性か高

まっているところであり、熊本都市圏総合都市交

通体系調査をはじめ地下水保全対策等諸事業の推

進を図ることとしている。

その枯葉、本市の当初規模は、

-般会計　101,430,000干FIj

( 2,930,000干　　3.(増)

特別会計　　37,342,538千円

(13,207,824手ra 15.7%増)

企業会計　　26.972,692千円

( 1,495,308千円　5.996増)

総　　言十　225,745,480千円

(17,633っ132干F9　8.596増)

※ ( 〕内T去就fF.軍比増減額と伸ひ率

となった。

-般会吉日こおける構成割合は、歳入面にあいて、

両税が51.'と最も高く、次に国庫支出金16.9%

となっている。また自主財源と依存財源で比較す

ると、自主財源が61.796 (前年度58.196)と安定

した構造を示している0

-万、歳出面にあいてその構成比をみると、民

生費(24.6%)、土木費(18.5%)、教育賛　　　)

など、而民生活に密着した科目で予算の半分以上

を占めている。又公共事業を始めとする投資的経

矧=ついてみると、而民生活の安定同上に密接E=

関連する事業については、地域経済に及ぼす影響

に配慮し、財源の許す限りにおいて積極日刊こ予算

の重点配分をしている。この様に、厳しい財政状

況下にありながらも市民生活の充実と、而勢の健

全な発展を期すべく編成した本年度予算の執行rま、

総合的・長期的視点[=立って、経費節減、事務事

業の見直し等はもとより、一層の創意=夫をこら

して、効率的な予算運用を図り、これまで同様健

全財政の堅持に努めることとしている。

市 税 51 .'

国 庫 責 出 会 16 ー9 %
地 方 交 付 税

9 .9 %

而 債

7 ′2 %
そ ョ 1也 14 .」

市 民 税 1 1 .1% 固 定 資 産 税 15 .1ノ% そ の 他 8 .5%

民 生 費 24 .S 土 木 費 18 .5 % 教 育 費 12 -5% 公 債 費 1J1 一3 % 総 務 費 10 .7%
衛 生 費

8 .7 %
そ の 他 1 3 .79`

I. LIJ 1

蝣t-;*-1--1- 'こゴ;.!;蝣'

●昭和61年度当初予算の主要事業

1.市制100周年への対席i
熊本1 00年懇談会の推進
而制1OO年空への取り組み

単<ii :千円

13,000

1,500

II.時代の変遷に対応した新たな施策の展開
o AS'帖軒別し∴、、の丁MI'lS

二ユ-メディア・コミュニティ構想の推進　　　32. 00C

電算三′ステ!」BTlffliの推進
2)高齢化ネ工芸への対応

総合福礼L tzン′91構想の推進
在等老人ティ・サービス事業への取C組み

3)自然王策1亮のイ宗全ラ村策
都市緑地環歩きのイ果全対策
ttg下水1呆全対策

4)召弧而景観の保全
都市景観無償構想の策定
放置巨]転車対策

さ、 J≠~nmi.'M拝Jltoi叶

港及び新幹線整備に伴う背後地
S?W.J「ら*j '蝣ヽ、し、蝣:R*f】rナ

匡]鉄駅周辺現況調査
・ミ　re、・囁a,;-1∴∴、つて>t:,¥、

I*蝣!S"^ ::Ttk岬‡y ^.-1、、仁'!'蝣V-;

lK;J苧~三二三.TtL';>iij #

399,407

1,000

15,891

5,000

34,346

10,000

10.00C

2,ロoo

2,000

20,000

13.695

llL　ふれ.あいのある快適な健康都市一つくり
1)他＼身の健康の増進

市民鰹贋の日の創設　　　　　　　10 ,000
両部而民センタ1建設　　　　　　522 ,500
教昌こセンタ-建設　　　　　　　　560 ,00〔〕
西イ呆健所至宝設　　　　　　　　　　　431 , 264
コミニトス/li施設整備言十画の推進　97,800
モ=アJL児章遊鰯の建設

2) nlさJ＼の通う福・fit施策の推潅
デイ・-サI-ビス事業
心身障害者福祉施策の展開

3、 、V-.Si-'-.it. i_.1買L串`.'一二日

総合沿水対策の推進
‡非水旨呂の整備
いl=hs;ii>

'il只下ZJく道の普及
全国郡市緑化フエフフの開催
i^i;し,Tt半()K. ¥吐
両道整備l
t.トFTJ÷一、二f ('.5.1・Yi幣併占

Ⅳ.活ブコに満ちた地域経済の】辰興
流滑[重は朗の建設
喜子し、下・^ォ?い>v'. 、i^3*

熊木駅前再開発の推進

40.000

19,316

1と51 ,648

qmiii]嵩

?,50f!,00∩

795,000

7,200.000

50,ロoo

209,053

2,418,160

496,000

2,400,171

24,793

39.600

地場企業妓絹高J窒化と,情事馴ヒ対策　6,791
中小企業金融融資対策
皇け`「E)5fev龍三

V.都市圏行政の推進
.:こ. 、L bflMi. nユ成.-*,建設

総合都FTj交通仏系調査
広域津都万受話t業掲
!,、、i ::¥nl ItL-.'Vf Iトき㌣G7 ']一蝣X

15,400,000

155,000

33,171

16.000

241.963

60.000

0両税収入の税目別内訳(-般会計決算額〕

●性質別経費の状況(ー般会計決算額)
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広報・広聴
■市民と市政をつなぐパイプとして

本両の広報・広矧ま、 「市政は市民生活の総合

てあり、反映てIある」という萱本理若のもとに、

すべての市民か「自分たちのまうは自分たち0コテ

で」という意識を高易し、すべての市民の英荒と

=ネルキーを結集することをEj標としているO

す/Tiれ5、地域の問題や而激に対する理解と関

田を高めるとともに、.市波への而呆参T]ロを進める

た臥　適時、適切な市政情章巨の提供と、広く市民

∴　「-"」E‖_ 、 l「T-r.,蝣蝣t"叫-¥-;サ--一二　一∴,i-ミ・ ∴∃軋:

CO活動を活発に展開している。

董広聴

.∴~~:* I""、　　・ _、丁!十一　守t∴∴I∴i',:ォ__㌧r這

の開催、市政モニター利賀C'j;呂詞、高氏意識の調

.::::.:・亡、
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世帯人口 人口密度 出 生 死 亡

1世帯当り2.9人 1km"に3,241人 1∈∃につき19ー9人 1[∃につき8.3人
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⑳ 守

結 婚 離 婚 転 入 転 出 酒
1日につき9.9組 1Ejにつき3.0組 1日につき97.1人 1E∃につき96.5人 1人1no.17リットル

軌 P .≡..訂 .占 l-[+.■.l +
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乗用自動車(軽自動車を含む) 犯 罪 交通事故 市職員 消防職員
1世帯に0.7台 1E]に26-別年 1E]に12.8件 市民92.3人に1人 市民1ー040人に1人
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火 災 水道使用量 ごみ処理 市 税 市の予算
- 1日に0.47件 1∈∃1人あたり2478 1日に515トン 市民1人当り92,351円 市民1人当り207.473円
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